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■4月からの海外旅行再開を振り返って
4月1日より米国（ハワイ）を始め、感

染症危険レベル2指定国が増え、現時点で
は感染症危険レベル1の発出国も70カ国・
地域となった。また、4月3日から実施し
たJATAハワイ視察団の様子は、メディア
でも海外旅行再開のきっかけとして報道さ
れた。帰国後の報道も多数され、海外旅行
に対する世論は肯定的な流れに変わってき
たと認識している。ただし、4月以降各社
での海外募集型企画旅行の販売が開始さ
れ、お客様からの問い合わせは多数あるも
のの、まだまだ販売数値としては低調な状
況にある。

■海外旅行本格再開に向けた今後の展望と

日本旅行業協会

JATA「海外旅行 再開宣言！」スタート
日本旅行業協会　髙橋広行会長インタビュー

課題、対策は
　欧米ではいち早く国際交流が再開され、
新型コロナ感染数の減少もあり、旅客需要
が急回復を見せている。一方、日本におけ
る水際措置の緩和は進んでいるものの、依
然として一日あたりの入国者数の制限や、
海外出発地でのPCR検査などのため、海外
旅行の急速な回復には至らないと思われる。
　主に課題については5つある。1つ目は
「円安」、2つ目は「高騰するFSC（燃油サ
ーチャージ）」であり、この2つについて
は旅行業界ではどうすることもできない。
残りの3つは、「海外における日本のプレ
ゼンス向上」、「人財力の再強化」、そして
「海外旅行市場に対する機運醸成」である。
　つまり「仕入」、「造成・販売」、そして
「販促／プロモーション」の再強化である。
コロナ禍により2年間、海外旅行が完全に
停止し、状況が激変してしまったことか
ら、立て直しには時間を要するとも思われ
るが、可能な限り迅速に巻き返しを図りた
いと考えている。

　日本の厳しい水際対策の影響で、各国の
観光再開から大きく出遅れたことに加え、
他国に比べて、有事後の行動に極めて慎重
な日本の国民性を考えると、海外旅行者数
の実績を早期に戻し、サプライヤーとの関
係をコロナ前に戻すのは容易ではないが、
JATAとして海外への訪問や観光局・大使
館とのコミュニケーションを増やすことに
より関係を再構築していく。
　また、従事する業務の変更も余儀なくさ
れた海外旅行担当者のモチベーションの向
上、将来不安の払しょく、海外現地情報の
インプットなどを目的とした研修を強化し
ていく。
　市場への機運醸成に関しては、“海外旅
行再開に向けた業界全体でのプロモーショ
ン”を打ち出し、旅行業界だけでなく航空
会社など観光産業全体で、キャンペーンを
展開し、今後の復活に向けて大いに盛り上
げていく考えである。

■FITの拡大とパッケージツアーの将来は
コロナによりオンライン生活が全世代的

に進み、サプライヤーの直販はさらに進む
ことが想定され、海外旅行における消費者
の選択肢の幅は広がっていく。旅行商品の
素材である航空やホテルにおいても、需要
と供給に応じ、スタティックからダイナミ
ックへの比重が高まり、それに応じ、パッ
ケージ商品もDP化が進むことになる。
　FIT、料金変動型パッケージ商品、料金
固定型パッケージ商品が商品棚に並べられ
ることになり、価格を重視するのか、自身
による単品組み合わせを楽しむのか、情報
量を駆使したプロの設計による企画性を重
視するのか、消費者のニーズによって旅行
商品は選択されていく。
　旅行会社は「売りもの」と「売り方」を
極めて行くこととなり、最終的には消費者
のニーズに基づく選択によってその割合が
変化していくものと思う。旅行会社として
は2つのパッケージ商品とその売り方の磨
き上げをしばらく続けていくことになるで
あろう。

■ツアーオペレーターとの関係再構築につ
いて
　ツアーオペレーターにおいても、コロナ
の影響により旅行会社と同様苦労を重ねて
いると認識している。現地スタッフのレイ
オフ、特にガイドの転職によるガイド不足
は今後の旅行再開にあたり大きな痛手だ。
　ホテルなどの仕入手配におけるデポジッ

　4月1日の日本旅行業協会（JATA）によるハワイ視察団の実施を契機に、海外旅
行再開の扉が開いた。政府は6月から1日の入国者制限を2万人に緩和、入・帰国
時の抗原検査を廃止し、感染症危険度の緩和を進めている。今後は感染動向は注視
しながらも、世界各国が実施しているように、入国者制限の撤廃、出国前PCR検
査の廃止、観光ビザ不要など、岸田首相が内外に約束した「G7並み」の水際対策
の実施が求められる。

 JATAの髙橋広行会長は、海外旅行はJATA視察団の第一弾を4月にハワイ、韓
国へと派遣し、「2年ぶりに海外旅行再開への道筋を付けられた」。また、水際対策
の段階的な緩和や、外務省の感染症危険情報のレベル1への引き下げなどにより、
「いよいよビジネスと観光の両面での海外旅行復活の機運が高まってきた」と今後
の拡大に期待した。
　JATAは7月15日より「海外旅行 再開宣言！」プロジェクトをスタートする。
全国8カ所で街頭サンプリングを実施し、髙橋会長も東京駅八重洲の街頭サンプリ

ングに参加し、海外旅行再開への機運醸成を図る。JATA高橋会長に、海外旅行再
開への道筋と課題を語っていただいた。

トやギャランティーなどの発生等、コロナ
前の商慣習は通じず、日本のやり方に合わ
せた交渉はもはや成り立たなくなっている。
　ツアーオペレーターの仕入交渉による条
件を旅行会社も受け入れながら、理解・協
力のもと、パートナーシップをより一層強
化していきたい。ただし業界一律にデポジ
ット等に対応する仕組みをつくることは、
市場競争性を欠くことになることから考え
てはいない。

■コロナ禍が再拡大した際のリスクマネジ
メント
　JATAでは新型コロナウィルス対応ガイ
ドラインや海外旅行における運用手引書を
策定した。また、現地で罹患した場合の外
国人対応医療施設を都市別に整理し、旅行
者が安心して海外旅行に出かけられる体制
は一定程度整えた。
　つまり、海外旅行が感染拡大に至らない
よう事前の用心を施すことに尽力してお
り、この先も状況を把握しながら対応して
いくこととしたい。それでも世界的な国際
往来再開がコロナ再拡大の要因となるよう
であれば、政府の意向や指示に従い、実施
方法を再考する。

■コロナ禍を経て旅行会社の今後の方向性
危険レベルの引き下げをはじめ、海外旅

行における障壁は少しずつ緩和の方向に進
み出し、企画旅行の販売も再開された。し
かし、危険レベルが完全に引き下がらない
ことには、旅行者の心理もフルオープンと
はならない。
　これは観光旅行のみならず、ビジネスト
ラベルについても同様である。また入国者
数に制限が掛かっている状態では、販売も
フルスロットルで行うということにはなら
ない。
　したがって、今年度における各社の経営
資源の投入割合についても、海外旅行より
国内旅行等への比重が高まることも想定さ
れる。コロナ前の状況に戻るのは早くて
2023年後半から2024年と考えられるが、
政府の動向も注視しながら即座に対応し、
しなやかな経営判断も必要と考える。
　コロナ禍を経て、当面は安心・安全が一
番の商品価値として選択されることとなる
が、世界的潮流となっているSDGsについ
ても待ったなしのテーマとなっており、今
後に向けて各社の取り組みが必要である。
今後、旅行会社としての商機がフォローウ
ィンドに乗っていくことに期待したい。

JATA視察団の

ハワイ訪問から始まった

海外旅行回復へ5つの壁

人財再強化などで機運醸成図る

旅行商品のDP化進む

料金変動型と固定型パッケージ磨く

ツアーオペレーターと

パートナーシップより一層強化

海外旅行のガイドライン策定

安心安全な体制整える

SDG�への対応・取組みは

旅行会社の商機に
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■JOTC新会長としての抱負
アウトバウンド促進協議会（JOTC）は

2017年に設立され、日本人海外渡航者
2000万人を目標に取り組んできた。2019
年に史上初の2000 万人を達成したが、
2020年からは新型コロナウイルスの世界
的流行に直面し、国際的な往来が2年強に
わたって全面的にストップした。
　コロナ禍でJOTCの方面別部会は活動を
休止したが、教育旅行部会やクルーズ部会
は活動を継続し、国際往来の再開に向けた
突破口を開こうと活動してきた。また、各
国の政府観光局や大使館、航空会社などと
協力し、各国・地域の最新情報を伝えるウ
ェビナーを定期的に開催するなど、JOTC
として活動を続けてきた。
　コロナ禍という危機的な状況では1社単
独でできることは限られる。多くの関係者
の協力を得ながら、より大きなマーケット
を共に創る、「共創」していくことが必要
だ。そのためにもJOTCの活動を充実さ
せ、JOTCに入れば良いことがありそう
だ、仲間になりたいと思ってもらえるよう
な活動を行っていきたいと考えている。
　また、大都市と地方とでは温度差がある。
東京は情報が豊富だが、地方にその情報が

伝わるまでに時間差がある。大都市と地方
の情報格差を縮めることで、地方のマーケ
ットも広げていければいいと考えている。
　それには旅行会社の活動だけでは限界が
あり、政府観光局や大使館、航空会社、ホ
テル、ランドオペレーターなど、幅広い関
係者の協力が不可欠だ。関係者の協力を集
めていくプラットフォームとしての意義や
役割がJOTCにはあると考えている。

■より幅広い関係者にJOTCへの参画を
呼びかけていくのか
　今後は参加メンバーの拡大を検討した
い。現在、JOTCに加入している旅行会社
は、JATAの役員や理事会社、海外旅行推
進委員会のメンバーから計33社が参加し
ているが、海外旅行を取り扱っている旅行
会社はもっとたくさんある。旅行会社につ
いてはより幅広い会社にJOTCに加入して
もらえるように呼びかけていきたいと考え
ている。
　また、2022年度は海外旅行の再開に向
けて、政府観光局や大使館、航空会社など
とのリレーションシップの再構築に力を入
れていく。コロナ禍で一度消失したマーケ
ットを回復させていくためには、関係者間
の協力関係が不可欠だ。
　実は、コロナ禍で政府観光局や大使館、
航空会社によるJOTCへの加入は増えてい
る。JOTCの現在の会員数は、政府観光局
や大使館が80団体、航空会社は35社、ラ

JATAアウトバウンド促進協議会

海外旅行再開へ関係者の協力結集を
JATAアウトバウンド促進協議会　酒井淳会長

ンドオペレーターは5社、空港会社は4社、
ホテルチェーンは3社、その他は3社とな
っており、これに旅行会社の33社を加え
た合計の会員数は163社となっている。

■なぜコロナ禍で会員数が増えているのか
会員数が増加しているのは、アフターコ

ロナに日本人旅行者を誘致したいという国
や地域が増えているということで、改めて
我々の市場に高評価をいただいていたもの
と大変嬉しく思う。
　コロナ禍はかつて経験したことのない打
撃を旅行業界に与えたが、逆にチャンスに
もなり得る。国際往来が本格的に再開され
ていくなかで、日本市場に寄せられた期待
に応え、チャンスを活かしていければと考
えている。

■7月15日にはいよいよ「海外旅行再開
宣言！」プロジェクトがスタートする
　7月15日に一斉に開始する「海外旅行再
開宣言！」プロジェクトは、JOTCの会員
旅行会社や空港会社、エアライン、政府観
光局や大使館が全面的に協力し、“3本の
矢”で海外旅行の再開に向けた機運を高め
ていくための活動を全国で一斉に展開する

もの。
　第1の矢は「人」で、全国8カ所で街頭
サンプリングを行う。東京駅の八重洲コン
コースをはじめ、札幌、仙台、名古屋、大
阪、広島、福岡、沖縄の全国8カ所で同時
開催し、チラシやウチワなどを街頭で配布
する。配布するウチワには7月15日から7
月29日まで2週間にわたって開催する「＃
せかいたび」twitterキャンペーンの詳細ペ
ージに飛ぶ二次元バーコードも掲載する。

　全国8カ所で展開する街頭サンプリング
には合計107社・団体（重複含む）から多
くの関係者が参加する。東京駅の八重洲コ
ンコースでの街頭サンプリングには高橋広
行JATA会長が参加する予定のほか、わた
し自身は大阪の阪急梅田駅ターミナルで行
われる街頭サンプリングに参加する予定
だ。多くの関係者とともに海外旅行再開に
向けた機運を盛り上げていければと考えて
いる。

■新聞広告やtwitterのハッシュタグキャ
ンペーンも実施する
　第2の矢は「紙」で、全国紙の朝刊に「海
外旅行再開宣言！」の全面広告を打つ。
「行こう！世界が元気になる旅」を合い言
葉に、新しい旅のエチケットを守りなが
ら、自由な海外旅行を再開しようと呼びか
ける。ポスターも作成して様々な場所に掲
出していく。
　第3の矢は「デジタル」で、twitterの
ハッシュタグキャンペーンを展開する。こ
れは、「＃せかいたび」のハッシュタグを
付けて行きたい旅行先をtwitterに投稿す
ると、豪華賞品を抽選でプレゼントするも
の。協賛企業は55社以上、賞品は300点
以上が用意されており、海外旅行や国際線
航空券、海外ホテルの宿泊券などの豪華賞
品が抽選で当たるキャンペーンとなってい
る。
　7月15日からの「海外旅行再開宣言！」
プロジェクトは第1弾であり、今後もうま
くいけば第2弾、第3弾、第4弾を検討し

ていく。とくにSNSを使ったキャンペー
ンは今後も継続的に実施していきたいと考
えている。各企業がそれぞれの顧客に発信
しているSNSなどと連携した情報発信を
工夫することなども検討し、効果を高めて
いきたいと考えている。

■JOTCのの今後の活動方針については
JATA・JOTCによる全体活動としては、

4月にハワイ、韓国に視察団を派遣したほ
か、7月15日に「海外旅行再開宣言！」プ
ロジェクトをスタートさせる。また、7月
19日～29日には、今年度2回目となるウ
ェビナーを開催する。
　今年度は、JOTCの方面別のワーキング
グループを改めて設立し、活動を再開させ

ていく。コロナ禍で市場ごとの状況も異な
っていることから、方面別に一斉にワーキ
ングを設けるのではなく、視察団派遣など
によって参加者同士のミーティングといっ
た活動が始まりつつある方面から順次ワー
キンググループを立ち上げていく。
　テーマ別部会については、海外教育旅行

部会、留学ワーキンググループ、クルーズ
部会がコロナ禍でも活動を継続しており、
今後も教育旅行市場やクルーズマーケット
の活性化に向けて継続的な活動を行ってい
く。

■新たな取り組みも検討している
さらに今後は新たな活動として、政府観

光局や大使館と旅行会社による
マッチングの場を提供すること
を検討している。JOTCに加入す
る政府観光局や大使館は80団体
に達しており、旅行業界との連
携強化や、日本人旅行者の送客
拡大などが期待されている。そ
こで、各国政府観光局や大使館
と旅行会社のマッチングを図る
商談会のようなものが開催でき
ればと考えている。
　2年間に及ぶコロナ禍で、旅行

会社の担当者は異動や出向などによって体
制が大きく変化している。従来のような緊
密な連携が図りにくい状況になっている。
そのため、政府観光局や大使館と旅行会社
が互いに方向性を合致させ、一緒に協力し
てプロモーションを展開していけるような
マッチングの場をJOTCとして提供できな
いかと考えている。
　マッチングの方法についてもいろいろあ
ると考えており、どういった形でマッチン
グするかを含めて検討を進め、なるべく早
い時期に実施したいと考えている。

■今後はさらなる水際対策の緩和と、海外
旅行の需要回復が進むことが期待される
　日本の水際対策は段階的に緩和されてき
ているが、諸外国では入国時のワクチン接
種証明の提出を不要としたり、PCR検査
による陰性証明についても不要とする国も
増えている。
　日本人は“日本が標準”と思っているが、
日本と海外とでは状況がかなり異なる。海
外の情報をもっと紹介することで、“世界
の標準”を知ってもらうことも必要ではな
いかと感じる。JOTCとしても情報発信に
は力を入れていきたい。
　海外旅行の再開に向けた取り組みは一足
飛びにはいかないが、各社や各団体の取り
組みが継続的に積み重なることで、海外旅

行に行きたい、海外旅行に行こうという機
運につながっていくものと考えている。
　阪急交通社としても海外ツアーについ
て、6月から催行を再開している。7月15
日の「海外旅行再開宣言！」の前後にもト
ラピックスの新聞広告を出稿する予定で、
自らも広告宣言を行いながら業界挙げて需
要喚起に取り組んでいきたい。

関係者が協力しマーケット「共創」を

JOTC参加メンバーの拡大を検討

「海外旅行 再開宣言！」全国一斉スタート

街頭サンプリングや広告・SNSキャンペーン

方面別ワーキンググループの活動再開

政府観光局と旅行会社のマッチング検討

世界の標準を知ってもらう情報発信を

海外旅行再開への機運醸成に尽力

https://medical.apokul.jp/web/90/reservations/add
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全州

江陵

釜山

安東

木浦

韓国観光公社

韓国の5つの観光拠点都市
韓国には魅力的な地方都市がたくさんある。自然に溢れたヒーリングスポットや、多彩なグルメ、歴史や文化に
触れられる観光スポットなど、その魅力は多彩。韓流ドラマのロケ地も各地に点在している。韓国観光公社では
2020年に5つの観光拠点都市を選定した。各都市の主な見どころをご紹介しよう。

　　　　　釜山は海に面した港町として夜景スポットが多いことで有名。なか
　　　　　でも虎川村は釜山で最も美しい人気の夜景スポットのひとつ。町の
灯りの向こうにはライトアップされた釜山港大橋まで眺めることができ、釜山
ならではの素晴らしい夜景を楽しむことができる。『サム、マイウェイ～恋の
一発逆転！～』をはじめ、人気韓流ドラマのロケ地となっている。

釜山の新たな見どころとして「ロッテワール
ドアドベンチャー釜山」がオープンした。韓
国で初めて導入されたジェットコースター

「ジャイアントデガー」や、ロッテワールドソ
ウルのジャイロスイングよりも回転半径の大
きい「ジャイアントスイング」など、魅力的
なアトラクションが多数ある。広い園内は６
つのテーマゾーンに分かれており、大人から
子供まで幅広い年代で楽しめる。

虎
ホチョンマウル

川村

ロッテワールドアドベンチャー釜山

高麗時代より儒学
者を輩出してきた
教育機関「屏山書
院」。儒学者の柳

ユ・ソンニョン

成龍が1572年に現
在の場所に移築した。「屏山書院」を
含む９カ所の書院は「韓国の書院」
として世界文化遺産に登録されてい
る。安東は仮面劇でも有名で「河回
別神グッ仮面舞」は国家重要無形文
化財に指定されている。

月映橋は全長387mの韓国で最も長い木
造の橋。韓国観光公社が選定した「夜間
観光100選」に選定されたほか、韓国の
人気音楽番組『Begin again4』の撮影地
としても注目を集めた。月の光とライト
アップされた橋の姿が水面に映る幻想的
な景色が楽しめる。

屏
ビョンサンソウォン

山書院

月
ウォルヨンギョ

映橋

詩画路地は海に面した斜面に広がる
レトロな村。村のあちこちに壁画や
アートが描かれており、散策が楽し
いエリア。その一角にあるヨニネ
スーパーは、韓国の民主化闘争を描
いた映画『1987、ある闘いの真実』
のロケ地として有名で、店内は1980
年代の様子が再現されている。

高下島は朝鮮時代の名将、李
イ・スンシン

舜臣
が拠点を構えた地として知られ、
その功績を称える記念碑などが多
数ある。高下島展望台は、朝鮮水軍
の板屋船の模型を十三隻組み合わ
せたような独特なデザインとなっ
ており、このエリアの歴史を象徴
するモニュメントとなっている。

詩
シ フ ァ

画路地  ヨニネスーパー

高
コ ハ ド

下島展望台

2021年12月に鏡浦湖の近くにオープン
した「アルテミュージアム江陵」は、韓
国最大級の没入型メディアアートの常設
展示館。VALLEY（渓谷）のテーマのも
と、江原道と江陵の特性を活かした多彩

な メ デ ィ ア ア ー
ト が4975 m2 の ス
ペースで展示され
ている。圧倒的な
ビジュアルとサウ
ンド、香りによっ
て完璧な没入体験
が楽しめる。

正東深谷パダプチェキルは、海岸
沿いの奇岩絶壁や海の眺望を眺め
ながら散策できる約2.86kmの散
策路。海

パダ

に向かって扇
プチェ

を広げたよ
うな形であることから名づけられ
た。約2300万年前の地殻変動に
よって誕生した海岸段丘の景観
で、絶好のヒーリングスポット。

アルテミュージアム江陵

正
チョンドンシンゴク

東深谷パダプチェキル

いにしえの歴史が息づく
町、全州。全州韓屋村は
そんな全州の歴史的な景
観を楽しむのに最適なス
ポット。韓国の伝統家屋である韓

ハ ノ ク

屋が800軒余り
集まっており、歴史的な街並みを楽しみながら散
策できる。韓

ハンボク

服をレンタルして町歩きをしたり、
韓屋に泊まる韓屋ステイ体験もおすすめ。

全
チ ョ ン ジ ュ

州 かつて三国時代の都として栄えた歴史の町、全州。
全州ビビンバをはじめグルメも豊富。 我園古宅は、BTS（防弾少年団）のDVD「2019 BTS SUMMER PACKAGE」の

撮影地として有名。も
ともと慶

キョンサンナムド

尚南道にあっ
た築約250年の古宅を
全
チ ョ ル ラ プ ク ド

羅北道に移築したも
の。朝鮮時代の学者た
ちの生活様式を垣間見
ることができる。邸宅
内には４つの韓屋の建
物があり、いずれも観
覧、宿泊できる。

全
チ ョ ン ジ ュ ハ ノ ッ マ ウ ル

州韓屋村

我
ア ウ ォ ン コ テ ク

園古宅ミュージアム＆ホテル
全
チョルラプクド

羅北道 
全州市

釜
プ サ ン

山 国際観光拠点都市として開発が進む釜山。
新たな観光スポットが続々と登場している。

釜山広域市

安
ア ン ド ン

東 朝鮮時代の儒教文化が受け継がれる町、安東。
豊かな自然に癒されるヒーリングスポットも。

慶
キョンサンプクド

尚北道 
安東市木

モ ク ポ

浦 かつて貿易港として栄えた木浦。レトロな
街並みを散策できる。海鮮グルメもおすすめ。

全
チョルラナムド

羅南道 
木浦市

お洒落なスポットが続々と誕生している江陵。
アートスポットやロケ地、カフェ巡りも人気。

江
カンウォンド

原道 
江陵市江

カ ン ヌ ン

陵

© ARTE MUSEUM

©江原道
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シンガポール政府観光局

「ふたたび、旅へ。シンガポール」
ポストコロナ期で新たな視点の旅を提案
　世界的な新型コロナウイルスの感染拡大はシンガポールの観光にも大きな影響を与
えた。ただ、ワクチン接種の進行や観光地や宿泊施設などにおける安全・安心に関する
取り組みなど旅行者を受け入れる環境を整えたことで、シンガポール国外からの旅行
者受け入れに向けて再び動きだした。シンガポールの入国における制限は大幅に緩和
され、日本からもスムーズな手続きで渡航することが可能となった。そうした中で、
シンガポールは衛生面や安全面での対策を強化し、安心して旅行することができる新
たなスタンダードを作っていくとともに、新鮮で革新的な体験を通じて、旅行者が再
び旅行の情熱に気付くことを提案していく。

　シンガポールの入国にあたっては、段
階的に手続きが緩和されつつある。今年
４月以降は新型コロナウイルスワクチン
の接種が2回以上完了していれば、英文
のワクチン接種証明書と電子出入国カー

ワクチン接種完了者は簡単な手続きで入国可能
接種証明書と電子出入国カード提出の2ステップで

　ワクチン接種証明書とともに必要とな
るのが、シンガポールの電子出入国カー
ドであるSGアライバルカードだ。SGア
ライバルカードはシンガポール到着3日
前からオンラインにて提出することがで
きる。申請はホームページ経由で提出す
るか、アップル・アプリストアまたはグー
グルプレイから「MyICA」アプリをダウ
ンロードすることで申請が可能だ。

　SGアライバルカードではパスポート
情報を始め、シンガポールの入国方法、
目的、滞在先情報の記入など、入国に関
する基本的な情報に加えて、ワクチン接
種の有無や過去７日以内に熱やのどの痛
み、息切れなど、新型コロナウイルスに
関連した症状の有無などといった健康関
連の情報を申請することとなる。

SGアライバルカードは到着3日前から提出可能
日本語版のページも完成

　シンガポール国内の移動についても主
だった規制はほぼ緩和されており、日常
生活についても通常の状況を取り戻して
いるといった状況だ。屋外においては原
則としてマスク着用の義務はない。
　飲食店やバー、500人以上の大規模イ
ベントなどでは、一部ワクチン接種証

明の提示が求められることがある。そ
うした場合にスムーズに対応するため
に便利なのが接触追跡アプリの「Trace 
Together（トレース・トゥゲザー）」だ。
同アプリはSGアライバルカードと連動
しており、ワクチン接種証明の提示にも
使用することが可能となっている。

屋外では原則マスク着用は不要に
接触追跡アプリをダウンロードしておくと便利

　なお、日本に帰国する場合はシンガ
ポール出国前72時間以内の検査証明が
必要になる。なおシンガポールの主要医
療機関では、大半の施設において日本へ
の入国時に必要な陰性証明書の入手が可
能であるという。シンガポールは日本政
府の水際対策において、いわゆる「青区
分」となっている。そのため、ワクチン
接種状況によらず、入国時の検査や入国
後の自宅待機などの措置は求められない
ことになっている。

日本への帰国時は出国72時間前の陰性証明
入国時検査や自宅待機等は不要

SGアライバルカード詳細
https://eservices.ica.gov.sg/sgarrivalcard/

　シンガポール政府観光局は、コロナ禍
における観光リカバリーの取り組みとし
て「SingapoReimagine（シンガポール・
リイマジン）ふたたび旅へ。シンガポー
ル」と銘打ったキャンペーンを展開す
る。このキャンペーンでは「サステナビ
リティ」「ウェルネス」「フード&ダイニ
ング」「ノベルティ&エキサイトメント」
の４つの柱を掲げて、新たな視点で再構
築したシンガポール旅行を提案する。ま
た、昨年の日本・シンガポール外交関係
樹立55周年企画「SJ55」で実施したウル
トラマンとのコラボ企画も継続。再びシ
ンガポールに目を向けてもらえるような
さまざまな企画を展開する。
　シンガポール国内ではコロナ禍におい
ても、ホテルの建設を始めとした新たな
観光資源を生み出すための取り組みが継

続されて行われてきた。新型コロナの感
染拡大で旅行を取り巻く環境が変化して
きた中で、これからの旅行で求められる
ウェルネスやサステナブル関連の体験を
提供する。
　サステナブル関連では「自然の中にあ
る都市」にフォーカスし、観光、宿泊、
買物、食事、ツアーなどを通して、持続
可能な旅を提案する。
　食関連では、未知や予期せぬ要素を活
用し、シンガポールでよく知られた食の
シーンを新鮮な見方で以下に再構築され
たかを発見することができる取り組みを
展開する。
　「ノベルティ&エキサイトメント」に
ついてはシンガポールだけのワクワクす
る体験を紹介することとしている。

「SingapoReimagineキャンペーン」を展開
旅行への情熱を再び呼び戻す施策を実施

　さらに、日本からシンガ
ポールへの観光再開に向け
て、日本とシンガポール
の外交関係樹立と時を同じ
くして誕生したウルトラマ
ンが後押しをする。手始め
にシンガポールとウルトラ
マンのコラボレーション映
像「シンガポール・リイマ
ジン・ウルトラマン－シン
ガポールの新たな力－」の
完全版を制作。この映像で
は、シンガポールを代表す
る観光地に降り立ったウル
トラマンが世界の平和を脅
かす怪獣たちを倒し、シン
ガポールに再び平和が訪れ
る内容とし、シンガポール
の本格的な観光再開を予感
させる雰囲気を醸成する。
　さらにシンガポールのカ
ンポン・ギラム地区ではウ
ルトラマンの壁画が新たに
登場。シンガポールの新た
なスポットとして注目が集
まることになりそうだ。

ウルトラマンとのコラボ企画を展開
市街地に壁画登場、旅行会社などとの企画も

　コロナ禍を経た新たな旅行のトレンド
として注目が集まるコンテンツの１つ
が、心と身体の癒しを旅行者に提供する
「ウェルネス観光」だ。シンガポールで
は、都市の景観と多様性のある独自の文
化を併せ持つデスティネーションならで
はのウェルネス観光を提案している。
　一例として、シンガポールの都会的風
景の中でヨガを楽しむことができる体験

や、ホテルやレストランでは、施設内
で自ら生産した農産物を使った料理を
提供する、いわゆる「ファーム・トゥ・
テーブル」の考え方による食への取り
組みを展開する動きが見られている。
このほか、旅行者がシンガポールでリ
ラックスし、充電し、若返ることができ
るよう、心と身体の癒しを提案するさ
まざまなコンテンツが用意されている。

ポストコロナ期に都市型ウェルネスを提案
シンガポールらしい心と身体の癒しを

シンガポールの入国情報と感染対策情報
https://www.visitsingapore.com/ja_jp/travel-guide-tips/travel-requirements/

ド「SG Arrival Card（SGアライバルカー
ド）」を用意することで入国が可能となっ
た。旅行前の陰性証明の提出は求められ
ず、コロナ禍の状況ながらもわずかなス
テップを踏むことで入国することが可能
となっている。
　ワクチン接種証明書は日本のデジタル
庁が用意している新型コロナワクチン接
種証明アプリの英文版証明書を使用する
ことができる。デジタル証明はSGアライ
バルカードにアップロードすることで提
出が可能だ。
　デジタル証明が取得できない場合、
またはSGアライバルカードへのアップ
ロードができない場合は入国時に英文の
書面を提示することで手続きを完了する
ことも可能だ。

電子出入国カード「SGアライバルカード」は
入国3日前から申請可能だ

ウルトラマンとコラボした「SingapoReimagine（シンガポール・リイ
マジン）ふたたび旅へ。シンガポール」を展開

ワクチン接種済みの旅行者の入国へのプロセス

シンガポールの都会的雰囲気の中で、新たなウェルネス観光を提案

https://eservices.ica.gov.sg/sgarrivalcard/
https://www.visitsingapore.com/ja_jp/travel-guide-tips/travel-requirements/
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夜夜明明けけとと共共にに旅旅立立ととうう

台湾観光局・台湾観光協会

「いくたび、ふたたび台湾。」キャンペーン始動
　台湾観光局・台湾観光協会は、観光渡航再開へ
向けたスローガンとして「いくたび、ふたたび台
湾。」を決定した。行くたびに好きになる、何度で
も行きたくなる台湾への再訪と再会への思いを込
めて、ハートと飛行機を組み合わせたロゴマーク
を採用。今後はワンストップサイトを開設し、台湾
への渡航情報や観光情報、ツアー情報などを発信
するほか、エージェントサポートプログラムを用
意し、訪台観光旅客に向けた水際対策緩和の時期
に合わせてスタートダッシュを切りたい考えだ。

台湾でも水際対策着々と緩和
観光渡航の早期再開に期待感
　台湾観光局・台湾観光協会では日本旅行業協会

（JATA）の「海外旅行 再開宣言！」に合わせて、
「いくたび、ふたたび台湾。」キャンペーンを始動
する。台湾への観光渡航はまだ規制されている
が、水際対策は着々と緩和されており、６月15日
より海外からの到着時の隔離期間が従来の７日間
から、３日間の隔離と４日間の自主防疫（健康観
察）に短縮された。これが成功すれば早い段階で
隔離がゼロになり、商務・留学目的から観光渡航
の再開につながることが期待されている。

　目前では日台観光促進協会が台湾への視察団派
遣を計画するなど、日本でも台湾旅行の再開に向
けた準備が進められている。

「いくたび、ふたたび台湾。」
エージェント支援プログラム用意
　「いくたび、ふたたび台湾。」キャンペーンでは
エージェントサポートプログラムを用意し、募集
型企画旅行を企画・実施する旅行会社のツアー造
成準備を後押しする。台湾観光の再開後にスター
トダッシュが切れるよう、最速ツアーの企画を募
集。延べ420万回以上に及ぶ日本からのワクチン供
与への感謝を込めた「ワクわく感謝の旅」も企画
する。台湾鉄道や台湾高速鉄道を利用した鉄道の
旅の販売促進も行う。

　さらに、安全安心の旅の推進に向けて、台湾観
光局が選定した「観光圏（ツーリズムサークル）」
と６大国際魅力スポットを訪問するツアーの造成
を促進し、新商品開発につなげたい意向だ。
　台湾観光の一大イベント「台湾ランタンフェス
ティバル」は2023年2月5日から台北市で開催され、
ツアー造成を積極的に支援していく。

　新型コロナウイルスは全世界の各産
業、とりわけ観光産業に大きな打撃を与
えましたが、去る6月10日には、日本政
府による入国制限緩和で、台湾観光客の
受け入れ再開が発表され、7月15日には
日本旅行業協会による海外旅行再開宣言
プロモーションが開始されるなど、観光
市場に明るい光が差し始めました。
　台湾はまだ観光を解禁していません
が、水際対策の緩和に向けた会議が行わ
れています。ウサギとカメの競争ではあ
りませんが、冷静に一歩一歩、歩みを進
めれば、必ずゴールにたどり着き、良い
結果になると信じています。
　コロナ感染が最も深刻だった時期、台
湾は防疫に成功しており、コロナ禍で実

　日台観光促進協会は観光事業を通じて
日台双方の交流を促進し、旅行業者及び
関係諸機関との交流と相互理解を深め、
その友好と親善に寄与することを目的と
して活動しております。
　コロナ禍においては日台双方の検疫体
制が厳しく、容易に往来ができない状況
が続いております。しかしながら、日本
の出入国条件の緩和に引き続き、台湾に
おいてもウィズコロナへのシフトが進ん
でいる点から、このたび7月末に民間最
初の訪台団として協会理事一行による渡
航を計画することとなりました。
　現地では台湾観光局やランドオペレー
ターとの往来再開にむけた意見交換、万
が一を想定した病院やクリニック、PCR
検査場所の訪問、主要観光地やホテルの
現状視察、レストランの防疫状況の確認、
各観光スポットや新規観光素材地の見学
を予定しております。
　今回訪台することにより、本格的な往
来再開に向けた動きが加速する契機にな
ると確信しております。また、台湾の最

施された様々なアン
ケート結果で台湾は一
番人気でした。それは
台湾が安心安全なとこ
ろで、海外旅行先としてもベストだと証
明された結果だと思います。
　ビジネスチャンスと成功は、準備を重
ねてきた人にのみ残されていると言いま
す。２年間、トンネルの中を歩き続けて
きましたが、ようやく出口の光がもう目
の前に見えてきました。
　近い将来、日台観光交流が再開された
際には、ぜひ「安心・安全な台湾」を販
売していただければと思います。皆さん
と一緒に手を組んで、頑張りたいと思い
ます。

新の状況や安心、安全
を広く一般の方々に発
信していきたいと考え
ております。
　台湾はコロナが収束したら訪問したい
海外旅行先として上位にランクされてお
り、多くのお客様が再開を楽しみにして
おります。また、海外教育旅行の目的地
として近年著しい成長をしており、海外
修学旅行の目的地として、コロナ前の
2019年度まで６年連続でナンバーワン
となりました。多くの学校がコロナ禍に
おいても実施に向けた準備をしており、
高校生達が訪問できる日を楽しみにして
おります。台湾の方々の訪日旅行におけ
る期待はさらにそれを上回ると聞いてお
ります。
　本会として、日台双方のお客様、旅行
業者、関係諸機関の皆様が日台双方の素
晴らしさを共有できる環境づくりに向け
て、台湾観光局、日本旅行業協会と連携
して活動して参ります。皆様のご支援を
よろしくお願いいたします。

7月末に民間初の訪台団派遣、交流再開の契機に
日台観光促進協会　田ケ原 聡 理事長

トンネルの出口は目前、安心安全な台湾販売を
台湾観光局・台湾観光協会　鄭 憶萍 所長

台湾観光局公式サイト　 https://jp.taiwan.net.tw/
いくたび、ふたたび台湾。 https://go-taiwan.net/ikutabi/

（2022年7月15日よりオープン）

■基隆 正浜漁港　基隆郊外にある小さな漁港。カラフルにペ
イントされた建物が美しく、SNS映えするスポットとして人気
に。基隆市には岸田総理の曽祖父が当時経営していた「岸田呉
服店」をはじめ、日本にゆかりの深い建造物も多数ある。

■台東 三仙台　台湾の日の出スポットのひとつとして有名な
「三仙台」。台湾東部は自然豊かなエリアで、コロナ禍には海外旅
行に行けない台湾の人達が多数訪れて人気を博した。
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「全国旅行支援は地域経済復活の切り札」
JATA 髙橋会長、G7 並みの水際対策要望
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日本旅行業協会（JATA）の髙橋広行会長
は7月7日の記者懇談会で、（1）観光事業者
が直面する課題（2）本格的な国際往来の再
開に向けて（3）復活再生に向けた旅行業界
自らの取り組み──の3点について見解を
表明した。その中でも、国内旅行、海外旅
行、訪日旅行の各市場が正常化するまで支
援を止めないことが重要で、全国旅行支援
の長期実施と雇用調整金助成金などの経営
支援策の延長、海外旅行、訪日旅行の本格再
開へG7 並みの水際対策緩和を要望した。

髙橋会長は「観光は政府の成長戦略にも
掲げられている通り、これからの日本経済
を支える基幹産業としてさらに成長してい
かなければならない。中でも地域経済を支
える観光事業者は、多くが国内、海外、訪日
旅行などの特定マーケットに強みを持つ中
小企業によって構成されている。これらの
観光を支える企業、観光インフラを維持す
るためには早期の需要喚起策の全国旅行支
援を開始すること。その上で、それぞれのマ 
ーケットが正常化し、各企業の体力が一定
レベルまで回復するまでの間、雇用調整助
成金や全国旅行支援などの公的支援を止め
ることなく、継続することが何よりも重要
である」と強調した。
　「観光業界はこの2年間、コロナとの戦い
で、いわば闘病生活を余儀なくされ、その
間、事業を失い、負債を背負い込み、企業体
力は限界に達しつつある。回復するまでに
は相当の加療、治療、時間を要する。これか
らもこのことを強く国に訴えたい」と観光
産業全体がコロナ融資後の返済が迫る中で、
危機的状況にあることを改めて訴えた。

観光産業にコロナ融資返済迫る

旅行は感染拡大の要因にならず

髙橋会長は、感染拡大で延期が取り沙汰
される全国旅行支援について、「旅行業界だ
けを支援する施策ではなく、地域経済を復
活させるための切り札と捉えている。それ

がもし延期となれば極めて残念なこと」と
語った。
　「これまで旅行業界は感染拡大の防止に配
慮したツアーを実証実験し、感染者はゼロ
だった。今年のゴールデンウィークの連休
は行動制限がなく、旅行が拡大しても大き
な感染につながっていない。これらのこと
は、旅行が感染拡大の大きな要因になって
いないことを物語っている。こうした厳然
たる事実がある中で、もし今回、全国旅行支
援が延期になれば、旅行そのものが感染拡
大に直結しているという印象を与えかねな
い。そのことは非常に遺憾に考える」と、旅
行が感染拡大のエビデンスになっていない
ことを改めて強調した。

髙橋会長は「全国旅行支援はプラス面と
マイナス面で非常に大きなメッセージ性を
持っている。これを開始して実証すれば、旅
行が活性化し、その結果、地域活性化の背中
を押す大きな効果につながる。延期や実施
されないと逆の効果が働いてしまう」と述
べ、観光業界だけでなく、地域経済に与える
影響の重大性を指摘した。
　「重要なことは感染拡大防止と経済活性化
の両立であり、最終的には政府の判断に従わ
ざるを得ないが、我々の気持ちとしては、疲
弊している地域経済を活性化するためには、
早期に開始し、その上で、全国旅行支援の仕
組みである47都道府県の首長の判断で継続、
実施、一時中断などの現実的で柔軟な対応を
することが妥当と捉えている」と語った。

国際往来再開に3 つの壁

入国者制限・陰性証明・ビザ

次に、髙橋会長は観光復活再生を実現す
るための大きな鍵の一つとして、水際対策
の緩和を挙げた。「岸田首相がロンドンで
G7並みに円滑な入国が可能となる水際対策
を緩和していくと発言してから2カ月にな
る。一定の前進が図られてはいるが、まだ
G7の水準に至っていない。ワクチンの接種

条件、事前のPCR検査、ビザの取得条件と、
これほど厳しい条件を課している国は世界
で稀れ」と語り、早期のG7諸国並みの水際
対策の緩和、撤廃を要望した。

髙橋会長は「本格的な国際往来に向けて
現状は大きな3つの壁がある」として、「入
国者数 2万人の制限・日本入国への出発前
72時間以内のPCR検査・ビザの問題を挙げ
た。「これらの制限を課している国はほとん
どなく、少なくとも岸田首相が言及したG7
の国にはそういう国はない。世界的なスタ
ンダード、潮流があり、少なくともG7並み
を目指すなら感染者数の状況によって左右
されるのではなく、世界の流れに沿った対
応を日本も実施していくべき」と述べ、G7
並みの水際対策の実施を改めて要望した。
　「世界経済フォーラムの観光競争ランキン
グで、日本が世界一に輝いた。コロナ禍で、
一段と日本に対する注目度が高まっている。
そうした世界の期待に応えるためにも3 つ
の壁を即時撤廃し、世界に開かれた日本を
実現しなければ、日本に寄せられた期待を
裏切ることになりかねない」と訴えた。

「コンプライアンス経営」徹底

旅行ビジネス究め、新領域進出

また、髙橋会長は復活・再生に向けた旅
行業界の自らの取り組みについて言及した。
第1に「コンプライアンス経営の浸透」を
掲げ、複数のコンプライアンス事案が発生
し、JATAは経営者セミナー、手引書の発
行、各種研修プログラムの提供により、コ
ンプライアンスの向上に努めたとし、先の
JATA 総会で選出された役員全員がコンプ
ライアンスに関わる宣誓書を提出した。
　第2 は「旅行業の再生」に向けて、「旅行
ビジネスを極める」とともに「新たなビジネ
ス領域の進出」の両面で進化を追求する。こ
れを具体化するために、「協調と共創」の実
践と旅行業の存在意義の確立と周知を図る。
　「旅行ビジネスを究める」は、旅行の高付

7月15 日「海外旅行再開宣言！」

機運醸成 、9月ツーリズムEXPO

　第3は旅行機運の醸成で、JATAは7月15
日に「海外旅行再開宣言！」を発出し、JATA
海外旅行再開プロジェクトをスタートする。
新聞広告の掲載、ポスターの掲出、全国8カ
所で街頭サンプリング、Twitterハッシュタ
グキャンペーンを始める。また、国内旅行で
は「笑う旅には福来たる」キャンペーンがス
タートする。
　そして、9 月22 日から25 日には「ツー
リズムEXPO ジャパン 2022」が東京ビッ
クサイトで開催される。4 年ぶりの東京開
催。新しい時代への「ReStart」と銘打ち、
フォーラムでは、「観光による気候変動への
挑戦」をテーマに第 5回観光大臣会合が開
催される。

髙橋会長は7 月15日の「海外旅行再開宣
言！〜JATA海外旅行再開プロジェクト〜」
は、「予定通り実施する」と明言した。

髙橋広行JATA会長
加価値化を追求する。一方で、新たなビジネ
ス領域への進出は、コロナ禍で人々の移動
や交流の機会が大幅に制限された結果、旅
行業で培ったノウハウやネットワークを生
かして、新たなビジネスとして、政府や地方
自治体からの受託事業が拡大した。

 髙橋会長は 「受託事業は従来の斡旋力
やホスピタリティが評価された結果、旅行
会社が選ばれた。その最たるものがワクチ
ンの接種事業。これからは今後の旅行業界
の新たなビジネス領域の拡大につながる」
と期待した。
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　成田国際空港会社（NAA）の田村明比古
社長は6月30日の定例会見で、6月10日よ
り添乗員付きのパッケージツアーに限り外
国人旅行者の受入れが再開されたことにつ
いて「本格再開に向けた大きな一歩」と期
待感を示す一方で、日本政府の厳しいガイ
ドラインや水際対応に訪日旅行をあきらめ
るケースもあるとして、様々な制約につい
ては「G7だけで見ても日本が最も厳しい。
世界の主要国並みに緩和していってくれれ
ばありがたい」との見解を示した。
　日本の水際対策については、6月1日から
はリスクが低い国・地域からの入国者につ
いて待機が免除されるなど、徐々に規制が
緩和され、成田空港では「審査の効率性が
上がり、入国手続きの時間が大幅に短縮し
た」。さらに6月10日からは海外からの団
体旅行者の受入れも再開されるなど、空港
としても「海外からの問い合わせが増加し
ている」として、回復に向けた機運が高ま
ってきているとした。
　しかし、訪日の際には緩和化されたとは
言え引き続き厳しい要件をクリアしなくて
はならず、複雑なガイドラインへの対応が
必要なほか、国によってはビザの発行に時
間がかかる。コロナ禍前には68ヵ国・地域
に短期旅行でのビザ免除措置を取ってきた
が、コロナ禍により一部を除いてビザ免除
交流は停止されている。問い合わせてきた
旅行会社によっては訪日旅行を断念するケ
ースも散見されるとしている。
　そのため入国条件や手続きの緩和が望ま
しく、「せめてG7並みに」規制緩和が進め
ば国際旅客便の早期需要回復が期待できる。
田村社長は各国の水際対策について「東ア
ジアが最も厳しく、その中でも特に中国、そ
れに続いて日本が厳しい」と指摘。現時点
で外国人旅行者の上限を使い切るまでには
至っていないこともあり、国際線の需要の
戻りが遅くなることも懸念される。
　ただ、日本は世界経済フォーラムの2021
年版「旅行・観光開発指数」の世界ランキ

水際対策「世界主要国並みに緩和」望む

NAA田村社長、規制厳しく訪日断念のケースも

ングで初めて1位になったほか、最近の円
安進行も訪日外国人にとっては追い風だ。
成田空港での感染症対策は引き続き徹底し、
規制緩和した際にも安全・安心なサービス
を維持する姿勢を示した。

　成田空港の5月の運用状況については、
出入国規制の緩和や、コロナ禍以降初め
て制限のないゴールデンウイークを迎え
たことなどにより、国際線・国内線ともに
旅客便の回復傾向が続き、旅客数が111
万2410人と、2020年3月以来2年 2ヵ
月ぶりに100万人を超えた。国際線旅客
数は海外留学、ビジネス渡航の需要が増
え、旅客数が前年同月比413％増の58万
2301人になり、国内線旅客数は145％増
の53万109人となった。
　コロナ禍前の2019年同月と比べると、
国際線旅客数は80％減と依然低い水準で
はあるものの、国内線旅客数は18％減ま
で回復し、旅客全体では69％減、3割程度
となった。

　国際線旅客数についてはコロナ禍前に比
べて引き続き厳しい数字となったが、その
中でも通過客は前年同月比484％増の28万
9010人で、19年比でも10％減と、一定の
水準を維持した。これは東南アジア地域の
規制緩和が進んだためで、田村社長は「本
邦航空各社をはじめとしたエアラインが取
りに行った需要」であり、北米との乗り継
ぎが大幅に増加したためだと説明した。
　国際線旅客数の内訳は日本人が399％増
の13万3528人、外国人旅客が328％増の
15万9763人。19年比では日本人が88％減

世界主要国並みの緩和を求めたNAAの田村明
比古社長

で、外国人が90％減となった。国内線は行
動制限のないGWで大幅に回復。旅客数は
145％増の53万109人で、19年比では18
％減まで回復した。
　発着数については国際線・国内線合わせ
て31％増の1万3164回（19年比41％減）
だった。そのうち国際線は9％増の8862回
（50％減）で、旅客便が49％増の5162回（67
％減）、貨物便が19％減の3496回（78％増）
だった。国内線の発着数は117％増の4302
回（8％減）で、そのうちの旅客便が122％
増の4269回（6％減）となった。

5月は国内中心に大幅回復

JAL、5月の国際線旅客、利用率66.4％に

コロナ後初の制限なしGW、リゾート路線回復
　日本航空（JAL）がまとめた2022年5月
の輸送実績によると、国際線旅客数は前年
同月比374.9％増の23万3667人、利用率
は66.4％だった。グループの運航を含む国
内線全体の旅客数は157.2％増の215万
9432人で、利用率は55.4％。コロナ禍後初
めて制限のないゴールデンウィークを迎え、
国際線・国内線とも著しく需要が回復した。
厳しく規制されていた国際線についても規
制緩和に伴って旅行需要が大きく伸びた。
　国際線はコロナ禍前には至らなかったも
のの急速な回復を見せた。需要を示すRPK
は357.7％増の15億3783万人キロになり、
供給を示すASKは31.6％増の23億1634
万4千座席キロと、供給の増加を大幅に上
回る需要の増加となり、利用率が7割近く
まで回復した。
　方面別ではハワイ・グアム線の回復が目
立ち、前年同期より835.6％増の1万2779
人と9倍超まで増大した。ここにきて米大
陸線や東南アジア線についても利用率は7
割前後まで回復した。
《国際線方面別実績》
▼米大陸線＝旅客数:7万7582人（277.8％
増）、RPK:7億2823万7千人キロ（276.4
％増）、ASK:10億2752万座席キロ（17.4
％増）、利用率:70.9％（48.8ポイント増）
▼欧州線＝旅客数:1万8920人（447.3％
増）、RPK:1億7778万7千人キロ（453.8
％増）、ASK:3億4170万座席キロ（0.2％

減）、利用率:52.0％（42.6ポイント増）
▼東南アジア＝旅客数:11万7034人（449.5
％増）、RPK:5億1803万9千人キロ（455.1
％増）、ASK:7億6363万5千座席キロ（66.7
％増）、利用率:67.8％（47.4ポイント増）
▼オセアニア＝旅客数:4218人（545％増）、
RPK:3314万8千人キロ（544.5％増）、ASK:
6954万5千座席キロ（47.3％増）、利用率:
47.7％（36.8ポイント増）
▼ハワイ・グアム＝旅客数:1 万1779人
（835.6％増）、RPK:7249万1 千人キロ
（830.6％増）、ASK:9996万2千座席キロ
（410.9％増）、利用率:72.5％（32.7ポイン
ト増）
▼中国＝旅客数:4134人（106.6％増）、RPK:
812万8千人キロ（97.3％増）、ASK:1398
万2千座席キロ（19.7％減）、利用率:58.1％
（34.4ポイント増）
※他社販売分含む

成　田 ●

羽　田 ●

名古屋 ●

関　西 ●

●

●コナ（ハワイ島）

ホノルル（オアフ島）

8月  毎日運航
9月  週５便運航
※一部運休日あり

ホノルル線増便、コナ線再開
大阪、名古屋からもハワイへ

Japan Airlines日本航空

スポーツを通じてハワイの旅行需要を盛り上げるべく、JALでは現地スポーツイベント
の協賛に力を入れている。9月25日には「ホノルルセンチュリーライド2022」が開催
予定で、現在参加者募集中。爽やかな風を感じながら、自転車でハワイを駆け抜ける絶
好の機会だ。
また今年が50回目の節目となる「ホノルルマラソン2022」は、12月11日の開催。
こちらも参加者の募集をスタートした。

9/25開催「ホノルルセンチュリーライド」
50回目の「ホノルルマラソン2022」にも協賛

Sport Events

「VeriFLY」の利用／登録方法については特設ページまで

安全・安心な旅行を提供するため、JALでは徹底
した感染症対策「JAL FlySafe」を展開。その一
環として、お客さまにおすすめしたいのがデジタ
ル証明書アプリ「VeriFLY」だ。
日本出発時、新型コロナウイルスの陰性証明書や
ワクチン接種証明書など、事前に入国検疫書類を
アプリに登録。搭乗手続きやハワイ到着後の検疫
手続きがスムーズになるだけでなく、羽田空港と
成田空港には「VeriFLY」優先チェックインカウン
ターを設置しており、その利用メリットは大きい。

安全・安心な旅行をサポート「VeriFLY」Service

※2022年8月-9月の
　運航状況Network

70年近くにわたり、日本とハワイの架け橋としてハワイの観光産業の発展に貢献してきた日本航空（JAL）。
この夏はハワイ路線の増便や運航再開のほか、安全・安心なサービスの提供、さらに現地でのスポーツイベント協賛などを進め、ハワイへの旅行需要回復に努めていく。

JALでハワイへ
充実のネットワークと安全・安心のサービス

ここをクリック

「ホノルルセンチュリーライド2022」
ここをクリック

「ホノルルマラソン2022」
ここをクリック

詳しい情報は「www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/」まで
ここをクリック

運航再開
週３便運航
※一部運休日あり

増便
毎日２便運航!

8月  週３便程度運航
9月  週５便運航

8月  週２便程度運航
9月  週５便運航

特設ページ 特設ページ

※海外発では「VeriFLY」はご利用いただけません。日本政府の検疫ファストトラックをご利用ください。 ※掲載の情報は2022年7月5日現在のものです。

ホノルルマラソン（イメージ）
2022 © HM-A Honolulu Marathon

ホノルルセンチュリーライド（イメージ）

https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/
https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/verifly/
https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/event/hcr2022/?cp=inter
https://www.jal.co.jp/jp/ja/inter/route/hawaii/event/honolulumarathon/2022
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心が目覚める新しい旅のカタチ。

http://south-africa.jp/
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フィジー政府観光局

ポストコロナの今こそ行きたい！身も心も解放してくれる「ハピネスの島」

真っ青な海を目の前に、ビーチで体を伸ばし、マスクを外して思い切り深呼吸をしたい——
今、多くの旅行ファンが憧れるのは、そんなバケーションの原点ともいえる、リゾートでの
ストレスフリーな旅ではないだろうか。美しい自然の中、数え切れないほどのビーチが点在
し、密を気にすることなく楽しめるフィジーは、まさに理想郷といえる。自分のスタイルで
自由に過ごせるこの国のリゾートエリアを、改めて紹介したい。

　フィジーの玄関口ナンディ空港から車で
20分の位置に広がる総合リゾートエリア。
デナラウ・ゴルフクラブの広大な緑を囲む
ように、海岸線沿いに国際ブランドの大型

高級リゾートがゆったりと並ぶ。エリア内
にショッピングセンターやレストランが充
実しているほか、ナンディのダウンタウン
にも至近なため、ローカル感覚のグルメ体
験やマーケット巡り、さらには「フィジー・
カルチャー・ビレッジ」での文化体験など、
行動範囲を広げて様々な楽しみ方ができる。
　リゾートエリア内にあるデナラウ・マ
リーナからは、ママヌザ諸島などへの１日
ツアーが各種出ており、アクティブなマリ
ンスポーツからリラックスしたビーチステ
イまで、好みの離島体験も満喫可能。旅行
日数が限られている場合は、デナラウ滞在
に離島日帰りツアーをセットにして楽しむ
のがおすすめ。また離島滞在の後、最終日
にデナラウで1泊というスタイルも人気だ。

　ビチレブ島南部に広がるコーラル・コー
ストは、珊瑚礁の美しい海と白砂のビーチ
に彩られた、とびきりのどかなエリアだ。リ
ゾートのバリエーションはかなり豊富で、
水上ヴィラをもつフィジーマリオット・リ
ゾート・ミモ・ベイ、プライベート・アイラ
ンドの中に３棟が建つシャングリラ・フィ
ジアン・リゾート＆スパ、ホスピタリティ
の高さに定評があるアウトリガー・フィ

ジー・ビーチ・
リゾートなどの
ラクジュアリー
ホテルはもちろ
ん、バジェット
タイプのロッジ
も多く、ハネ
ムーナーから
ファミリー、学
生旅行など様々

なスタイルに対応している。フィジー初の
国立公園となったシンガトカ大砂丘、シン
ガトカ川のジェットボート体験、小さな村
で伝統的なカバの儀式を体験するツアーな
ど、ビーチ以外の楽しみも充実。ナンディ
空港から車で40分〜2時間というアクセス
の良さも人気ポイントだ。

　ナンディの沖合に浮かぶ大小20あまり
の島々がママヌザ諸島だ。デナラウ・マリー
ナからボートで、30分〜1時間半程度とい
う近さにありながら、透明度抜群の海と白
砂のビーチという、離島ならではの美しさ
を満喫する事ができるのが魅力。アダルト
オンリーのマタマノア・アイランド・リゾー
トやロマニ・アイランド・リゾート、プライ
ベート・アイランドを満喫できるキャスタ
ウェイ・アイランド・フィジーなど、様々な

スタイルのリゾー
トホテルがあり、
豊富な選択肢の中
から旅のスタイル
に合わせて選ぶこ
とができる。アク
セスが良いため、
短期旅行でも無理
なく楽しめる点も
メリットだ。

　また、「これぞ離島」と言うべきエリア
が、ママヌザ諸島の北側に連なるヤサワ諸
島だ。ブルック・シールズ主演の映画「青
い珊瑚礁」の撮影地としても知られる大自
然地帯で、ひときわ深い青さの海を前に静
かなリゾート滞在が実現する。ナンディか
らはボートで２時間半〜５時間ほど。水上
飛行機などのチャーターも可能だ。

　フィジーで２番目に大きな島バヌアレブ島は、手つ
かずの熱帯雨林が広がる美しい島だ。島の北一帯に
は、長さ約200kmと、世界第３の規模を誇る珊瑚礁「グ
レート・シー・リーフ」が続き、世界有数のダイビン
グスポットとして知られている。海洋探検家のJ.M.ク
ストー氏が手がけたジャン・ミッシェル・クストー・
リゾートをはじめ、海や自然をとことん楽しめる個性
的なリゾートや、エコロジカルな隠れ家的リゾートが
まばらに建っているのが特徴だ。またこの東にあるタ
ベウニ島も、「ガーデン・アイランド」の別名を持つほ
どに豊かな自然に恵まれた環境。いずれも、ナンディ
からは国内線を乗り継ぐ必要があるが、その分旅行者
は少なく、秘境感は満点。ダイバーはもちろん、フィ
ジーの海や自然をじっくり楽しみたい長期滞在者、旅
慣れたシニアなどにおすすめだ。

多様な楽しみ方ができる総合リゾートエリア

珊瑚礁の海を前に表情豊かなフィジーを体験

ビーチを独り占めする感覚の贅沢な離島滞在

秘境感溢れる自然地帯で隠れ家的リゾートを満喫

　ここで紹介したエリア以外にもフィジー
には数え切れないほどの美しいビーチやリ
ゾートがある。例えばビチレブ島だけでも、
ダイバー憧れのサン・コースト、多彩なアク
ティビティが楽しめるパシフィック・ハー
バーなどがあり、さらにはその南の沖合に
も離れ小島のリゾートが点在している。い

ずれも専用のボートや水上飛行機などでア
クセスが可能で、美しい海に囲まれて数日
間籠もり、まさに非日常の世界を満喫する
事ができる。何度となく訪れて様々な施設
に滞在し、自分好みのリゾートを追求する、
そんな楽しみ方もできるのが、フィジーの
奥深さだ。

自分好みの海やビーチを開拓する楽しみも
　フィジーエアウェイズは、コロナの影響により
一時運航を休止していた成田−ナンディ間の直行
便を2022年11月1日より再開する予定。運航は
火・金曜発の週２便で、成田を夜出発し、ナンディ
には朝到着。またナンディは昼出発し、成田夜着
となる。フライト時間は約８時間半。

フィジーエアウェイズ
2022年11月より成田−ナンディ線を再開

フィジー政府観光局日本事務所
www.fiji.travel

ママヌザ諸島＆ヤサワ諸島  Mamanuca Islands & Yasawa Islands

バヌアレブ島＆タベウニ島  Vanua Leve Island & Taveuni Island

そのほかのリゾート  And more

デナラウ Denarau

コーラル・コースト  Coral Coast

リゾートの選択肢は豊富！フィジーで不動の人気を誇る4エリアプラスα

　南太平洋に浮かぶ大小333の島々からなるフィジー。美しい
海洋自然の中、数え切れないほどのビーチリゾートが点在する、
世界有数のマリンパラダイスだ。ポストコロナの今こそ、この
楽園で開放感に浸る旅を味わいたい。今あえてフィジーをおす
すめする理由を挙げてみよう。

Photo: Tourism Fiji

今フィジーを訪れるべき6つの理由

マリンスポーツはもちろん、ゴルフ、
ハイキング、リバークルーズなどアク
ティビティもバリエーション豊富で、
ハイレベルな体験が可能。

2

本島ビチレブをはじめ、小さな離島に
至るまで、国際ブランドの大型ホテル
から隠れ家的リゾート、低予算で宿泊
可能なロッジまで、様々なタイプのリ
ゾートがあり、ハネムーナーはもちろ
ん、ファミリーや学生、シニアなど、
多様な旅スタイルに対応している。

1

フィジアンは底抜けに陽気。
「ハピネスの島」とも言われる
この国の人々の朗らかさ、人
柄の良さに旅の緊張感は一気
にほぐされる。

3

人口密度が低く、自然にソー
シャルディスタンスが保たれ
る環境。特にリゾートでは密
を気にせず過ごせる。

4

昨年12月から海外からの渡航が可能となり、今年５
月にはすでに4万7000人を受け入れるなど、旅行者
への安全対応の実績を持つ。

5
マスク着用の義務があるのは空港内や飛行機などに
限られており、リゾートや街中では解放的に過ごす
ことができる。

6

フィジーのビーチリゾート

ママヌザ諸島のタバルア島。美しい海に宝石のような島々が点在する

シ ュ ノ ー ケ リ ン グ や 
ダイビングをはじめ、
様々なアクティビティ
が体験可能

心をほぐしてくれる
フィジアンの笑顔

高級リゾートをベースに様々な楽しみ方ができるのが
デナラウの魅力

海に面してさまざまなリゾートが点在。
文化体験などのアクティビティも充実

村訪問とセットで楽しめるシン
ガトカ川のジェットボート体験

山がちでワイルドな景観が特徴の
ヤサワ諸島のひとつクアタ島

ナンディ空港からのアクセス
も良いママヌザ諸島

周辺の海は世界有数のダイビングスポット

ビチレブ島

ランバサ

オバラウ島

タベウニ島

バヌアレブ島

ヤサワ諸島

デナラウ・アイランド

ナンディ
ナウソリ

スバ

フィジー

フィジー

ママヌザ諸島

サブサブ

コーラル・コースト

https://www.fiji.travel/
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グアム政府観光局

「今こそ日本の旅行業界をサポートする時期」
グアム政府観光局「GoGo! GUAM ファムツアー」実施
グアム政府観光局（GVB）は6月13日から16日、旅行会社、OTA、メディアを対象にした

「GoGo! GUAM ファムツアー」を実施。現地サプライヤー35社と日本から参加した旅行業界
関係者約50名によるトレードショーや商談会のほか、コロナ禍の間に改装や新規施設のオープ
ン等が進み、受け入れ態勢が整った主要ホテルの視察、島内観光やレセプションを実施した。

　グアムへのファムツ
アーは約２年半ぶりの開
催。ユナイテッド航空
や日本グアム旅行協会
（JGTA）の協力により、
日本―グアム間の航空便
就航55周年事業として
実施されたもので、米国
疾病予防管理センター

（CDC）の発表により、6月12日からグアムを
含む米国への入国に陰性証明書の提示が不要に
なった状況で催行された最初のツアーとなった。
　日本からの参加者、現地の関係者が一堂に会
したトレードショーの冒頭で、GVB局長兼CEO
のカール・T・C・グティエレス氏は、「ファムツ
アーの前日に米国への入国に陰性証明書の提出
が不要になったほか、外務省はグアムの新型コ
ロナウイルスに伴う感染症危険情報をレベル１
まで下げ、日本人がよりグアムに来やすくなっ

ただけでなく、グアム政府観光局では、日本帰
国時のPCR検査を無料で受けることができる
ようサポートをしている」と述べ、日本人旅行
者を迎えるための優遇措置を強調した。
　同氏は日本市場について、「55年前の1967
年にグアムに最初の日本人109名がパンアメ
リカン航空で訪れて以来、日本はとても需要
なパートナーとして発展し続け、コロナ前の
2019年には年間約70万人を迎えた。現在、
日本マーケット向けのプロモーションとして
「#HereWeGuamキャンペーン」など、SNSを通
したデジタルマーケティングなどを展開してい
る。ユナイテッド航空の増便や大阪便の復活、
また８月から日本航空の再開など、今こそ日本
の旅行業界をサポートする時期と考えている。
このトレード—ショーを通して、商品造成が活
性化をすることを願う。グアムは皆様の成功に
かかっている」と、旅行会社のグアム商品造成
に期待を寄せた。

グティエレスGVB局長、日本人旅行者迎えるためサポートを強化

　続いて、在ハガッニャ
日本国総領事の小林敏明
氏は「この２年間は観光
が経済の屋台骨となって
いるグアムにとっては大
きな打撃であったが、現
在は徐々にビジネスが戻

り始めている。グアムのワクチン接種が早くか
ら進み、感染状況も落ち着いている。グアム政
府観光局や観光関係者は、この２年間、グアム
観光を復活させる中長期的な計画を練り上げ、
日本からの旅行者を受け入れる状況を整えた。
多くの日本人訪問客が訪れることを願う」と挨
拶した。

小林総領事、日本人旅行者受入体制整う

　また、JGTA会長の村田悟氏は、「ようやく海
外旅行復活の兆しが見え始め、お客様受け入れ
の機運が高まっている。あと数か月のうちに、
ほとんどの観光業者のビジネスが再開すると考
えている。ホテルについては、既にコロナ禍か
ら立ち直りつつあり、施設のアップグレードを

図るなど、現地の受け入れ態勢は準備が整って
いる。このファムツアーの参加者が帰国後、現
在の状況を伝え、商品造成・販売促進を進める
ことが、日本のお客様をグアム誘致する大きな
力となると確信している。復活に向けて一緒に
頑張りましょう」と呼びかけた。

村田JGTA会長、グアム商品造成・販売促進を

　今回のファムツアーは３泊４日。これまでの
グアムの旅行商品の基本日程とほぼ近い日程で
あったと言える。現在、日本帰国時には72間
以内のPCR検査の陰性証明が求められるが、グ
アム政府観光局ではCOVID-19検査を無料で

実施するプログラムを９月末まで提供中。より
便利なホテル、ショッピングセンター内（ニッ
コー、ザ・プラザ、ハイアット、PIC）の４箇
所に新たにオープンし、旅行者がより簡単に検
査を受けやすい態勢を整えている。

帰国前PCRセンター、ホテル内にもオープン

　商談会では、現地観光関連業者がブースを出
展、日本からの参加者へ最新情報を提供した。
久々となる対面の商
談会を通し、再会を
懐かしむ多くの笑顔
が見られた。また、
各ホテルではこのコ
ロナ禍に新規オープ
ンや改装を進めてお
り、商談会後は主要
ホテルの視察を行
い、直接参加者が確かめる機会となった。
　ファムツアーの日程中には、島内観光の機会
も設けられ、アプガン砦、ラッテストーン公園、
スペイン広場、恋人岬などの主要観光ポイント
を巡り、グアム島の歴史・文化を学び、美しい
自然景観を見学。グアムの島の美しさを改めて
確認する日程となった。さらに、ツアー中に実
施された各レセプションでは、メニューにチャ
モロフードが組み込まれ、グアム独自の食文化

の魅力も体験した。
　今回のツアー参加者には、これまで多くの旅
行者をグアムに送客してきた実績をもつ、ベテ
ラン担当者から、次の企画立案に向けて初めて
グアムを訪れた担当者まで、それぞれ経験値が
違ったものの、皆が共通していたのは、海外旅
行再開に向けた熱い思いがあるということ。現
地関係者からの大歓迎ムードと参加者の熱い思
いが交わり、視察、商談と充実した４日間を体
験した。
　今回のグアム
での経験をより
多くの業界関係
者、そして旅行
者に伝え、一日
でも早く、そし
て多くのグアム
への送客に繋げ
ること。それぞれがその任務を背負い帰国した。
今後の商品造成、販売が期待される。

トレードショーで最新の情報を入手、島内観光で島の美しさを再認識

グアムは「Clean, Safe, Securityな場所」
　グアムの観光業は再開していたが、
日本の皆様が戻ってくることを辛抱強
く待っていた。今回さまざまな規制の
緩和が進み、このように旅行業界の
パートナーを迎える機会ができたこと
を大変嬉しく思っている。グアムは清
潔、安全、安心な場所だということを
アピールできたと思っている。

FITから始まりさらなる需要創出へ
　７月から航空路線の増便も決まり、
日本人旅行者の需要については、夏ご
ろから戻り始めると考えている。現在
インフルエンサーを通じて、Ｚ世代に
対して「グアムに今行けるんだ」とい
うことをアピールし、これがトリガー
となることで、実際には30代の少しお
金があるマーケットを中心に、最初は

FIT層が動きだす
と思う。そして、
さらにその先を見
据えての、商品造成、販売促進、そし
て団体マーケットの需要創出につなが
れば良いと思っている。

私たちの美しい島グアムへお越しください
　旅行業界は大変な時期が続いたが、
今回のファムツアーを通して、さまざ
まな経験をしていただいた。これまで
の日本の友人、そして新しい友人を迎
えることがきたことを嬉しく思ってい
る。この経験を日本に帰ってから、多
くの方に伝えてもらい、今後多くの日
本人がグアムを訪れてくれることを楽
しみにしている。
　もう一度業界を動かして、私達の美
しいグアムというホームに戻ってきて
くれることを歓迎している。

グアム政府観光局  
グローバルマーケティング  ディレクター
ネイディーン・Y・レオンゲロ 氏

一日でも早く日本のお客様にきてもらいたい
　このような時期に、グアムの現状を
日本のビジネスパートナーに見ても
らったことは、現地の旅行会社の立場
として、大変意味のあることだと思っ
ている。ここまで約２年間、待ち望ん
でいた。ホテルでは、コロナ禍期間か
ら軍など他のマーケットの需要はあっ
たが、観光目的のお客様の需要はほと
んどなかった。ようやく再開の時期が
来たということで、一日も早く日本の
お客様に来てもらいたいという気持ち
が強い。

海外旅行に行ける環境が整った
　今回グアム入国時の事前のコロナ検
査が不要となったことで、海外に行け
るチャンス、環境ができてきたと思っ
ている。しかし、さらなるポイントは、
水際対策の緩和が進み、日本の帰国前
のPCR検査が必要なくなること。
　先に需要が戻って来ている韓国マー
ケットをみていると、ある程度自分の

ために使えるお金
と時間の余裕があ
るカップルなどの
マーケットから動
き始めている。日本も趣味でダイビン
グをやっている人や、お金に余裕があ
る層から動きはじめた後、下期あたり
から本格的に一般の需要が動き始める
のではないかと予測している。

座席供給と人材確保が今後のカギに
　フライトもようやく運航再開や増便
の方向となったが、今後の需要動向次
第で、下期以降の座席供給も決まると
思う。来島者数は、座席供給数に連動す
るので、いかにフライトの供給数を戻
していくことが大切だと考えている。
既存の定期便に加え、日本のLCCの新
規就航に対する期待も持っている。
　懸念事項としては、人手不足。このコ
ロナが原因で、観光業を離れてしまっ
た人たちが、旅行の需要の戻りととも
に戻せるがどうかも大切なポイントと
考えている。

JGTA会長  村田 悟 氏インタビュー

インタビュー

グアムFAMツアー初日から地元の歓迎を受け、参加者による記念撮影
（ToaTaoTasiディナーショーにて）グアム政府観光局カール・

T・C・グティエレス局長

在ハガッニャ日本国総領事
の小林敏明氏

ツアー初日のトラベルトレード
ショー、商談会の様子

最終夜のレセプションでは、「ビバ！
グアム！」を合言葉にさらに結束を強
めた（グアムミュージアム）

恋人岬からの
美しい眺め

アプガン砦から
タモン湾を一望

チャモロビレッジナイトマーケットも再開して
多くの人で賑わう

ホテルインスペクションでは実際
の状況を確認（ホテルニッコーグ
アム）

コロナ禍にオープンしたグアムの
最新ホテル「ザ ツバキ タワー」の
インフィニティ―プール

デュシットビーチリゾートグアム
に新しくオープンしたTIKI BAR 
TABU

グアムらしい景色を望みながらの
パーティー会場（ヒルトングアム
リゾート＆スパ）

グアム最大級のラウンジ
を体験（ウェスティンリ
ゾートグアム）

昼食会場として利用され
たレストラン（ハイアット
リージェンシーグアム）
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あなたの会社に必要なシステムがあります。
なぜなら、あなたに必要な機能を選べることができるから。
顧客管理機能を基本機能とし、その他の機能を必要に応じて選択することができます。
もう必要のない機能にお金を払う必要はありません。

営業先でも、添乗先でも、もちろんオフィスでも、
ロケーションを選びません。

必要な機能をチョイス! 価格 全旅クーポン

顧客管理機能を基本
サービスとし、必要
に応じて機能を選択
することができます。

初期費用0円！
基本使用料は月額1万円！
※指定環境に組込の場合は

環境組込作業オプション
料金が必要となります。

全旅クーポンを利用すると月額払
いでのお支払いができます。
全旅クーポン以外でのお支払いの
場合、ご利用開始月の前月末まで
に年額一括払いとなります。

Webサイトに掲載するツアーのタリフを作
成し、ツアーの掲載を行います。掲載するツ
アータリフの追加・更新・削除は全容の管理
画面から手軽に行うことができます。 
そして、実際の申込履歴やマイページ登録さ
れている利用客の登録情報を確認することが
可能です。

4つのポイント

1. 初期費用0円
2. 最大30日間のお試し期間あり
3. 旅行業システムTabieと連携可能
　 Tabie連携特別価格
4. 全旅クーポンでの支払いが可能

働き方改革  業務改善が
求められる

〈単純だけど手間な業務〉RPAで代行

相談対応・環境調査・ご提案…
専門の技術者が

貴社のシステム運用を
支援します。

標的型攻撃メールで
被害を出さないために！

〈セキュリティ意識の〉把握向上

旅行会社向けのセミナーを定期的に開催しています。NDC、セキュリティ、
働き方改革など業界のトレンドやITに関する情報を提供。是非貴社のビジネ
スのヒントにお役立てください。

■お問合せ先
 日本システム開発株式会社 DX推進本部 営業部

〒160-0021 東京都新宿区歌舞伎町2-4-10 KDX東新宿ビル6F
TEL：03-5155-9415  E-MAIL：support@nsk.co.jp
HOME PAGE >>> http://www.nsk.co.jp/solution

旅行会社のためのセミナー・研究会

（社）日本旅行業協会の賛助会員です。

貴社の業務を支援します

効率向上　コスト削減　販売拡大
日本システム開発株式会社＜NSK＞は、貴社の課題を見つけ出し、解決するための提案をいたします。

RPA選定・導入支援 情シス代行支援 標的型
攻撃メール訓練

お客様の業務を把握し、改善点や問題の本質を見極め、当社製品にとらわれずに最適
な解決策をご提案いたします。培ってきた開発・ネットワーク構築技術で貴社の課題
に挑みます。旅行業界の常識のみに囚われない柔軟な提案を旅行会社出身のコンサル
タントによる経験に基づいた実践的・実現性のあるアドバイスをご提供します。

ニーズに沿ったRPA選定・導
入支援、シナリオ作成、運営管
理支援、業務効率化に関するレ
ポート提出。派遣社員コストと
比較してみて下さい。RPAは文
句を言わない！朝から晩まで！
24時間働きます！RPAは設定
だけで運用できるものではあり
ません。上手く運用できず結局
使われないなんてことも…

◦社内システムはわかる社員が兼務
　本来の業務に充てる時間が削られる
◦環境を見直すには何をすればいい？
◦トラブル発生！どこに聞けばいい？
〈対応例〉

「ネットワークインフラ環境」
「一般的アプリケーション操作」
「セキュリティ」など

標的型メールを模擬した
（訓練）メールを社員に送信
し、社員がどのように反応・
対処するかを調べ、その結
果を報告致します。
オプションでセキュリティ
教育およびアフターサービ
スでセキュリティのトレン
ドをアナウンス致します。

参加費
無料

無料のセミナーで旅行会社を支援！

御社独自の機能をカスタマイズ！
『Tabie Plus』はTabieの機能をベースに
お客様の要望に応じて機能をカスタマイ
ズしたパッケージサービスです。新規開
発に比べコストを抑えながら、御社のご
要望に合わせたシステムを提供すること
が可能となります。
※費用につきましては、ご相談となります。

4つのポイント

1. 他システムとの連携機能
2. 出力帳票の追加またはカスタマイズ
3. お客様ご要望の機能の追加
4. ２通りの提供形式
【AWS/社内・社外サーバへの組込】

旅行業Web販売システム

コンサルティングサービス

旅行業顧客管理システム

Plus
旅行業システムリプレイスについて
提案依頼書（RFP）作成

Web戦略について
営業・販売戦略について
業務改善・効率化について

セキュリティについて
PCIDSS準拠支援サービス

総合ITソリューション企業の強み
　コロナ禍が旅行・観光産業を直撃する
中でIT系企業も大きな影響を受けた。日
本システム開発（NSK）もその例外では
なく、とくに影響が大きかった2020年は
旅行業界からの発注が途絶え旅行関連部
門は旅行会社同様に大変厳しい状況だっ
たという。
　ただしコロナ渦中にも旅行・観光産業
の復活と再生を見据え、積極的な姿勢を
維持してきた。それができたのは旅行系
システムだけを手掛ける専門特化型企業
ではなく、幅広い産業をカバーする総合
ITソリューション企業だったからだ。コ
ロナ禍によりダメージを受けた産業は少
なくないが、比較的に影響が軽微だった
業界もあり、各産業へのシステム提供を
幅広く手掛けてきた点がNSKのアドバ
ンテージとなった。

システム活用で
着地型活性化を支援
　NSKがウィズコロナ、あるいはアフ
ターコロナを見据えて注力してきたのが
国内旅行の需要喚起の仕組みづくりと、
それに対応するシステムの提案・提供だ。
海外旅行の完全復活にはまだ時間がかか
り、旅行業界にとって国内旅行ビジネス
の比重が高くならざるを得ないことを想
定した方針だ。
　こうした方針のもとNSKが力を入れ
るのは、国内着地型旅行の支援だ。担当
の山田健一朗営業部長代理は、「日本各地
に地元が気付いていない魅力的な素材が
多数あり、着地型旅行商品の可能性は大
きく、観光産業の活性化も期待できる。

ところが旅行業界には平均単価がせいぜ
い5000円、6000円の着地型商品はうまみ
がないとの先入観もある。しかし工夫次
第で高付加価値は可能だし、システムを
有効に活用すれば売上・利益の拡大は十
分可能」と説明する。
　たとえば課題となる情報発信について
も「着地型商品を個別に発信するには限
界があり、地域内で連携が必要。そのた
めの仕組みはITシステムを使えば整備
可能で自治体や旅行事業者にも提案して
いる」。

　NSKでは着地型旅行による地域活性
化を訴えて、地方自治体や各地域の旅行
業界へのアプローチを強化し、着地型旅
行に関するコンサルティングやセミナー
を地方も含め行っている。現在は着地型
旅行開発など地域活性化を支援する国の
助成金や補助金のメニューも豊富だ。そ
のためコンサル系企業や金融機関が主
導するスキームも多いが、「彼らと違い
NSKはシステムを通じて旅行業の現場
を知っており、実態に即した支援や提案

ができる強みがある。補助金を獲得して
終わりではなく、その先に運用をうまく
進めることまで含めた支援もできる」と
違いと強調する。

コンサル営業強化へ
7月1日付で組織改正
　NSKではこうしたコンサル型の営業
を全社的に強化する方針で、７月１日付
で組織改正を実施。旅行関連部門とその
他部門を統合した形のDX（デジタルト
ランスフォーメーション）推進本部を設
置。ソリューション本部長を務めてきた
羽鳥一吉取締役が本部長に就任。コンサ
ル型営業強化の狙いについて羽鳥本部長
は「NSKのシステムを売り込むというよ
り、まずは地域活性化を本気で支援する。
ビジネスはその結果としてついてきてく
ればよい」との考えを示す。同時に、シ
ステム営業活動全般についてもコンサル
型の意識を高めており、「顧客企業の要望
をヒアリングした結果、他社のプロダク
トの方が適していると判断すれば、そち
らを検討するよう勧めることもある。併
せて、優先的に考えるべきこととして、
新部門名称にある「DX」を顧客企業の
データやデジタル技術を駆使し、DX化
を最大化するため、自社製品・固定概念
にとらわれず、顧客企業のビジネスに関
わるすべての事象にDXの変革をもたら
す提案が必要であると考え、あくまで顧
客のためを追求し信頼関係を築くことが
NSKの営業の基本姿勢だ」としている。
旅行業界についても「まずは旅行需要の
回復を後押しし、業界の皆様とともに旅
行ビジネスの復活を目指したい」との考
えだ。

国内着地型ビジネスの支援を強化
DX推進本部を新設しコンサル営業に比重

日本システム開発 〈NSK〉

国内旅行
DP化

新型コロナ
影響 海外旅行

再開まで…

航空会社
直販化

OTAとの競合

仕入先減少

店頭から
インタネットへ

旅行会社様には厳しい状況が継続
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DX推進本部  本部長
羽鳥 一吉 氏

DX推進本部  部長代理
山田 健一朗 氏

DX推進本部  顧問
小山 文宏 氏

mailto:support%40nsk.co.jp?subject=
http://www.nsk.co.jp/solution



